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“いのち”とは一体なにか? …ここでは人のいのちには 3つあると定義する．図 P.1に示

しているように，第 1のいのちは肉体．第 2は精神（こころ）．これら 2つのいのちは，程

度の差はあるものの動物も持っている．最も人間らしい第 3のいのち，そこに美が関わっ

ている．それは個性から生まれる美しい“いのち”である．例えて言えば，ベートーベンや

モーツァルトが作曲した音楽が奏でられるとき，その“いのち”は蘇る．同時に人は好い

音を聴くと生き生きする．好い音は美と関連が深い．演奏者は音楽を解釈し，演奏者の個

性を表現して初めて聴く人の心を打つ．このようないのちは，ありとあらゆる人間社会の

中に存在し，蓄積されていくと『文化』となる．決して天才と呼ばれるような人だけがこ

のいのちを持っているのではない．驚くべきことは，すべての人の遺伝子（DNA）は異な

るし，育った環境も異なるのでその人独自の視点がある，ということだ．すなわち，人は

すべて“天才”なのである．その視点をたどって行くと，いつの間にか誰もたどりついた

ことのない新しく，美しい独自の世界が開ける．要するに自分が選んだMy wayを見据え

て積み重ねることに尽きる．

言うまでもなく，今までにわかった『知』の集合 A は，限られており，その外には無限

に『未知』の世界 AC（次頁イラスト参照）が広がっている．そこには一人ひとりのために

『謎』（仮説）が待っている．もし，あなたがその謎に取り組まなければ迷宮入りすると言っ

ても過言ではない．すなわち，科学と芸術の『知』は限りがあり（集合 A），いつまでも“未

熟”である．若いころ集合 A を中から見て，すべてのことが知り尽くされているという錯

覚に陥ったことがある．だが一旦未知の世界に旅立つと，集合 A が小さく見えてくる．教

育はロケットのブースター役であって，独自 AC の力で第 2段ロケットに点火する時までで十

個性から産まれる創造
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図 P. 1 いのちの 3 つのステージ．1）肉体のいのち，
2）精神のいのち．1）と 2）のいのちは，程度の差はある
ものの動物にもみられる．重要なのは人間だけがもつ，
3）第 3のいのち：個性から生まれる創造，それは受け入
れられると永遠性がある．例えば，ベートーベンやモー
ツァルトの曲が演奏されるたびにそのいのちが再生され
る．このようないのちは作曲に限らず，一人ひとりがもっ
て生まれたユニークな個性で，あらゆる生活の場面にお
いて創造性が発揮できる．これが人生の楽しみになるか
も！ もし公表されれば，時間と空間を越えてお互いに
交わり尊敬しあい，蓄積されれば『文化』となり，豊か
な生活と平和への第一歩となるから．
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P.1（1） 第 3 のいのち． P.1（2） 仮説を立てる．

P.1（3） 仮説の検証 P.1（4） 公表，蓄積，再生

P.1（5） 未知の世界は膨大―独り立ち
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分である．

第 1と第 2のいのちだけでは，社会は不十分で常に世紀末的様相を呈する．だが生き甲

斐となる第 3のいのちと出会う時，そこに限りなく豊かな生活が生まれる．さて，好い音

楽と出会うとき人は生き生きとする．一方，好くない音を長時間聴かされると音楽であっ

ても生命力が奪われていく．特に人類で最もデリケートな胎児期における騒音の影響は世

代を越えた計り知れないものがある．それ故，環境の長時間的効果が重要課題として浮き

彫りにされている．

さあ，筆者らが約半世紀に渡って取り組んだ課題に絡み合わせることで，あなた自身の

「個性探し」の旅をしよう．機会があれば，脳からみた音の科学と芸術についても，さらに

発展させていただければ，幸いである．
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筆者が好い音を科学するに至った背景には，好くない音（騒音）の胎児―学童の発育への

深刻な影響の研究がある（下記第 2部論文リスト）．その影響を社会全体でなくしていくた

めに“いのち”を育む音とは何か，研究を再スタートした．人にとって好い音を求める感

性音響学の始まりとなった．

第 1部はコンサートホールの視点から好い音とは何かを脳を中心として科学的に究明す

る（下記第 1部著書リスト）．第 2部では人類史上問題が大きい騒音の発育への影響に関す

る科学的な結果を述べる．こうすることで好い音がより鮮明に理解できる．第 1部と第 2

部を合わせて読んで頂きたい．好い音について研究を進めていくと音に対する人の好みの

重要性が浮かび上がった．音に対する人の好みには，いのちに関わる共通の要素がある．好

い音は健康な人が益々生き生きするが，他方好くない長期間の音は最も微妙な立場の胎児

に蓄積されて生命の危険を伴うことが明らかにされている．

すなわち「好み」（Preference）とは何か？ 好みは個人差が大きく科学の対象ではないと

されてきた．しかし，その意味するところは，好みは生命を維持し養う方向に判断され，

個々の生物にとって最も原始的かつ根源的な反応である．従って，これに関連する大脳活

動があるはずだと仮説を立て，好みの世界に初めて科学のメスを入れた．これが一人ひと

り『個』の表現の源ともなる．

コンサートホールの設計において，これまで全体的に良かれと設計されてきたが，一人

ひとりの好みの満足が得られないことがあった．もし，一人ひとりを満足させられると，全

体も満足する．がその逆は成り立たないのである．

最後に，人のいのちとは何かについて考えてみよう．生物一般にある肉体のいのち，精

神のいのち，もう一つ人だけが持っているいのちがある．そのいのちが最も重要で，ここか

ら積み重ねられた人々の創造が，体と心が他界した後でも文化として残るからである．環

境全般にしみ込んだ文化が人を育てる力となる．このレベルの文化の共有と交流こそ，時

間と空間を越えるから永遠性があり，それがやがてタイムトンネルともなる（例：629―759

年の万葉集など）．古今東西にわたる世界のどこかに思いがけない同僚も見つかる．90歳か

ら詩に目覚め，「くじけないで」と多くの人々に生きる勇気を与えている柴田トヨ（1911―）

さんのように，どのような人間活動の中にあっても，一人ひとりの個性がもつ異なる視点

から生まれるため，このようないのちは人類の宝となって生きていく．
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